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産婦人科領域におけるS-1108の 臨床的検討

赤田 忍 ・島本郁子 ・一條元彦

奈良県立医科大学産婦人科*

新 し く開発 され たエ ステ ル型経 ロ セフ ァ ロスポ リン系抗生 物質S-1108の 産婦 人科領 域感 染

症 に対 す る有 用性 を検討 す るため,臨 床 的検討 を行 った。

対象 は子宮 留膿腫 子 宮内 膜炎,卵 管 炎の各1例 とバ ル トリン腺 膿瘍2例 お よび膀胱 炎2例

の計7例 で あ る。 本剤 の 投与方 法 は全例1回100mg ,1日3回 毎 食後経 口投 与で,投 与期 間

は7日 間で あ る。

臨床成績は著効1例,有 効6例 で全例有効以上の成績であった。細菌学的検討では,2例 か

ら Escherichia coli, Klebsiella pneumoniae の 各1株 が分離 され,い ずれ も消失 した。

副作用および臨床検査値異常は1例 も見られなかった。
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S-1108は 塩 野義 製薬 研究 所 で合 成 され た新 しい エ

ステル型経 ロセ フ ァロ ス ポ リン系抗 生 物 質 で,抗 菌

活性を有す るS-1006の4位 の カ ル ボキ シル 基 に ビ

バロイルオキ シ メチ ル基 を エ ステ ル結 合 させ る こと

により消化 管か らの吸 収 を高 めた プ ロ ドラ ッ グで あ

る。本剤 は内服後 腸 管 か ら吸収 され,腸 管 壁 の エ ス

テラーゼ によ りエ ス テル結 合 が 加 水 分解 され,活 性

体S-1006と な り体 内 に分 布 す る。S-1006は グ ラム

陽性菌および グラム陰性菌 に対 して広範 囲 な抗菌 スペ

クトルを有 し,各 種細 菌産 生の β-lactamaseに 対 し

て安定であ った9。 またS-1108は 食後 投与 に よ り用

量相関性のあ る良 好 な吸収 を示 し,100mg投 与 時 の

最高血中濃度 は1.08μg/mlを 示 し,血 中半 減期 は約

1時間で,投 与 後24時 間の尿 中排 泄率 は約40%で あ

る1)。

今回,産 婦 人科 領 域感 染 症 に対 す る臨 床 的検 討 を

行ったので報 告す る。

症例 は1990年11月 ～1991年6月 の 間 に当病 院産

婦人科を受診 し,治 験 参加 の同意 が得 られ た産婦人科

感染症5例 と尿 路感染 症2例 の合 計7例 で,疾 患 は子

宮留膿腫,子 宮 内膜炎,卵 管 炎の 各1例 とバ ル トリン

腺膿瘍2例 お よび膀 胱炎2例 で あ る。 年 齢 は23歳 ～

80歳 体重 は35kg～60kgで あ り,基 礎疾患 また は合

併症としては子宮頸癌が3例 に,糖 尿病が2例 に見 られ

た。

S-1108の 投与 方 法 は全 例1回100mg,1日3回

毎食後経口投与し,投 与期間は7日 間で,総 投与量は

2100mgで あった。

投与前後の自他覚症状を観察すると共にできる限り

病巣から材料を採取し細菌学的検討を行った。効果判

定は投与前後の自他覚症状および細菌学的成績から著

効,有 効,無 効の3段 階で判定した。なお,著 効例

で,穿 刺または切開等の外科的処置がなされた場合

は,1段 階下げて有効とした。

本剤投与開始後は,臨 床経過を注意深く観察し,薬

剤によると考えられる副作用の有無を調査 した。ま

た,投 与前後に血液検査,肝 機能検査,腎 機能検査等

を行い,臨 床検査値の異常変動の有無を検討 した。

成績の概要はTable 1に示すが,臨 床効果は子宮

留膿腫 子宮内膜炎,卵 管炎の各1例 は有効,バ ル ト

リン腺膿瘍2例 は穿刺を行ったため共に有効,膀 胱炎

2例 は著効と有効であった。全体では著効1例,有 効

6例 であった。細菌学的検討では,子 宮留膿腫の子宮

内容物からKlebsiella pneumoniae, 子宮内膜炎の

子宮内容物から Lactobacillus sp., バ ル トリ ン腺膿

瘍の穿刺膿から Escherichia coli をそれぞれ分離

し,細 菌学的効果は K. pneumoniae と E. coli は消

失 したが, Lactobacillus sp. は常在菌と考え不明に

判定 した。 自覚的 な副作 用 は1例 も見 られず,投 与前

後 に実施 した 臨床検 査 成績 をTable 2に 示す が,異

常 変動 は1例 も認 めな か った。

S-1108は 内服 後 体 内でS-1006と な って分 布 し,

*

〒634 橿原市四条町840



920 CHEMOTHERAPY JUNE 1993

抗菌力を発揮する。S-1006は グラム陽性菌およびグ

ラム陰性菌の広範囲にわたり強い殺菌力を示す。体内

動態においては高い血中濃度と良好な組織内濃度を保

持する成績が得られている1)。

今回の産婦人科領域感染症7例 における治療成績で

は,金 例有効以上の良い成績であった。細菌学的効果

Table 1. Clinical summary of 7 infected patients treated with S-1108

Table 2. Laboratory findings before and after S-1108 treatment
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においても2例 であるが,菌 消失を見た。安全性につ

いては特別な副作用および臨床検査値の異常変動はな

く安全に投与出来ると考えられた。

以上より,本 剤は産婦人科領域感染症に対 して有用

な薬剤と考えられる。
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The usefulness of S-1108 in the treatment of infections in the fields of obstetrics and

gynecology was studied in 7 patients, including 1 patient with pyometra, 1 with endomet-
ritis, 1 with salpingitis, 2 with Bartholin's abscess and 2 with cystitis.

S-1108 was administered in a dose of 100 mg t.i.d. for 7 days.

Clinical efficacy was excellent in 1 patient and good in 6.

No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


